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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録
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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

· 気温の低下に伴い暖房が使用出来るようになっています。暖房使用開始となりましたので、病棟の温度管理表の記載について変更となります。暖房を使用している温度は赤字　　で、暖房を使用していない温度は黒字で記入して下さい。月末に阿部G.O.Mに提出して下さい。

· 最近朝晩の冷え込みがあり患者様、スタッフも体調を崩されている方が目立っています。患者様には気候にあった衣類を勧め、活動後、食事前の手洗いうがいを行って頂くよう声掛けしていきましょう。スタッフも感染源とならないように手洗い・うがいは勿論、体調管理をしっかり行っていきましょう。

· 患者様個人評価票の締め切りは10月20日までです。各担当スタッフの方宜しくお願いします。また転入で新しく受け持ちになった患者様の分も忘れずに行っていきましょう。

· 転倒・転落アセスメントスケールも10月20日までとなっています。期日を守って行っていきましょう。

· 検査伝票作成の仕方がまだ間違っているスタッフがいます。再度マニュアルを見直して間違いのないようにしましょう。

＜皮膚科＞

· 山内　公博様～本日外泊中の為皮膚科診察しておりません。抗ヒスタミン剤処方となっ　

ています。本日の朝食後服用で一時止めとなり、明日、診察し処方に

ついては検討するとの事です。

· 鈴木　サダ様～本日、背部の掻痒感・発疹あり抗ヒスタミン剤7日分処方となっていま

す。他の抗ヒスタミン剤服用中ですが、黒沢Drに確認したところ、1時的に服用するなら大丈夫とのことです。次回の皮膚科診察時野沢Drに確認して下さい。

· 永洞　恭子様～褥瘡の浸出液の状態を観察したいとのことで次回診察時はガーゼ保護

し、診察時までガーゼをはがさず診てもらうようにして下さい。前日

10月17日処置を行うスタッフは忘れずに行って下さい。

＜褥瘡評価＞

· 永洞　恭子様～創部（左下肢）からの浸出液徐々に少なくなってきています。夜間下肢

挙上し休まれていますが、挙上した際、創部が下になって擦れたりしないように注意して下さい。

· 三浦　一男様～経管栄養の為、長時間車椅子で過ごすことが多く創部（臀部）に負担と　　

なりますので、経管栄養終了後は自床に誘導して休んで頂きましょう。

臀部を擦っての徘徊もありますのでその際は車椅子に乗って頂きましょう。継続して処置を行っていきましょう。

· 北山　和子様～表面硬く肉芽形成されていますが、中でポケットができていたところは　　

まだ完全に治癒していませんので継続して処置行っていきましょう。

＜口腔ケア勉強会＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当　西山

　高齢者は頬の筋肉や、顎・頸部の筋肉か硬くなり、咀嚼・嚥下困難になりやすくなります。また、食事の際はしっかり顎を下に引いて摂取するようにしましょう。上向きになってしまうと、気道が開き、嚥下した時に食道が圧迫され気道に食べ物が入りやすくなります。そこで、

①毎食前に顔のマッサージを行いましょう。マッサージの方法は資料参照。

· ポイント･･･顎を下に軽く押すこと！

②誤飲・誤嚥を予防する為の食前体操1

腹式呼吸→首の体操→肩の体操を行う。資料参照。

高齢者の方は腹式呼吸がなかなかできないのでお腹に手をあて付き添って行いましょう。

③誤飲・誤嚥を予防する為の食前体操2

口の体操→頬の体操→発音練習→舌の体操→咳払いを行う。資料参照。

咳払いの練習は、誤嚥や誤飲をした時、自力で吐き出せる為の練習となる。

④誤飲・誤嚥を予防する為の食前体操3

口を開けて舌の体操。資料参照。

舌を動かせる方には舌を上下に動かしたり、口腔内の内側を舌で押したりすると効果的。

